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三
期
九
年
間
名
寄
商
工
会
議
所
の

会
頭
を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
ま
で

の
課
題
も
多
い
う
え
に
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
は
い
か
ず
手
一
杯
の
九
年

間
で
し
た
。 

 

特
に
昨
年
十
二
月
に
出
店
表
明
の

あ
っ
た
徳
田
地
区
大
型
店
問
題
で
マ

チ
は
揺
れ
に

揺
れ
ま
し
た
。

名
寄
市
も
ま

ち
づ
く
り
三

法
の
改
正
の

意
向
に
沿
っ
た
新
し
い
条
例
を
制
定

し
、
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
施

設
の
建
設
を
制
限
し
、
大
型
店
の
出
店

を
阻
止
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
条
例
施
行
前
に
着
工
、
来
春
に

は
徳
田
地
域
に
ま
た
一
つ
大
型
店
が

出
来
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
名
寄
市
内
は
中
心
市
街
地
と
郊
外

に
二
つ
の
大
き
な
核
が
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

現
在
名
寄
市
は
消
費
も

人
口
も
伸
び
悩
ん
で
い
る

中
、
お
互
い
に
生
き
残
っ

て
い
け
る
か
大
変
危
惧
す

る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い

ま
す
。 

中
心
市

街
地
活
性
化
に
向
け
て
は
、
今
年
夏
か

ら
当
所
特
別
委
員
会
に
て
充
分
議
論

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
答
申
書
も
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
行
政

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
具
体
的
協
議

を
次
の
議
論
の
場
（
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
）
に
反
映
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

中
心
市
街
地
地
区
に
出
店
の
意
向

を
表
明
さ
れ
た
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の

問
題
も
、
こ
の
計
画
づ
く
り
の
中
で
整

理
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

退
任
さ
れ
た
田
原
・
白
木
両
副
会
頭

に
は
こ
れ
ま
で
の
協
力
に
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
し
、
今
回
若
い
力
が
必
要

と
、
黒
田
・
真
鍋

両
氏
に
副
会
頭

を
お
願
い
し
ま

し
た
。
名
寄
経
済

の
厳
し
さ
を
乗

り
切
る
た
め
に

一
緒
に
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
会
議
所
青
年
部
も
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
大
い
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
若
者
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
名
寄
の
未
来

を
元
気
に
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
四
期
目
に
入
り
ま
す
が
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
地
域
の
中
で
も
っ
と
も

っ
と
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も

名
寄
市
の
活

性
化
に
力
を

注
い
で
い
く

所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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成
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に
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、
常

設
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員
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、
次
の
通
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と
な
り
ま
し
た
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特
別
委
員
会
は
、
名
寄
商
工
会

議
所
が
今
年
度
、
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
設
立
に
向
け
て
準
備

中
で
あ
り
、
市
も
庁
内
委
員
会
を

設
置
し
、
基
本
計
画
策
定
に
向
け

作
業
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

事
前
に
商
工
業
者
の
考
え
を
ま
と

め
、
名
寄
市
に
提
案
す
る
形
で
、

早
期
に
実
現
性
の
高
い
計
画
を
目

指
す
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

審
議
の
上
で
踏
ま
え
る
点
と
し

て
は
、 

・
中
心
部
の
空
洞
化
・
衰
退
に
対

し
て
「
に
ぎ
わ
い
」
を
取
り
戻
す
。 

・
活
性
化
策
は
国
の
「
改
正
中
心

市
街
地
活
性
化
法
」
に
そ
っ
て
進

め
て
い
く
。 

・
新
た
な
大
型
商
業
施
設
の
オ
ー

プ
ン
が
迫
っ
て
お
り
、
行
政
の
早

急
な
計
画
づ
く
り
と
着
手
を
要
望

す
る
。 

し
た
が
っ
て
、
前
回
市
総
合
計

画
の
検
証
と
新
総
合
計
画
の
事
業

メ
ニ
ュ
ー
よ
り
関
連
す
る
も
の
を

検
討
し
な
が
ら
事
業
提
案
の
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
委
員
会
の
審
議
は
、「
複
合
交

流
セ
ン
タ
ー
等
の
核
施
設
の
整

備
」、「
街
な
か
居
住
の
促
進
」、「
商

業
の
活
性
化
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ

に
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
形
で
各
委
員
の
意
見
を
収
集
し
、

ま
た
同
時
に
会
議
所
青
年
部
、
商

店
街
連
合
会
、
名
大
生
レ
ポ
ー
ト

を
は
じ
め
各
種
調
査
で
の
意
見
も

参
考
と
し
ま
し
た
。 

３
つ
の
テ
ー
マ
の
内
、
特
に
市

へ
の
要
望
の
核
と
な
る
公
共
的
施

設
・
行
政
施
策
は
事
前
に
事
務
局

に
よ
っ
て
市
の
総
合
計
画
の
中
か

ら
、「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
に
有
効
な

事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の

を
中
心
に
議
論
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
、
最
も
効
果
的
で
早
期
実
現

可
能
と
の
判
断
に
よ
っ
て
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。 

 

以
下
が
、
市
へ
の
提
案
事
項
と

な
り
ま
す
。 

行
政
へ
の
提
案
事
項 

改
正
さ
れ
た
中
心
市
街
地
活
性

化
法
は
、
人
口
減
少
や
少
子
・
高

齢
化
で
、
地
域
経
済
活
動
の
縮
小

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
地
域
経
済
の

活
力
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
よ

り
以
上
に
、「
拡
散
型
」
か
ら
「
集

約
（
コ
ン
パ
ク
ト
）
型
」
街
づ
く

り
の
発
想
転
換
が
必
要
と
の
こ
と

か
ら
の
見
直
し
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
中
心
市
街
地
が
商
業

機
能
の
み
な
ら
ず
、
生
活
の
場
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
場
な
ど

と
し
て
の
果
た
す
べ
き
社
会
的
・

公
共
的
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
す
。 

名
寄
市
に
お
い
て
も
、
新
し
い

時
代
を
見
据
え
、
社
会
情
勢
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
思

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
改
正
中
心
市

街
地
活
性
化
法
施
行
を
ス
タ
ー
ト

に
位
置
づ
け
、
ま
た
、
新
名
寄
市

総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、 

・
商
業
や
多
様
な
生
活
利
便
の
機

能
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
中
心
部
を
目
指
し
、「
に
ぎ
わ

い
」
を
取
り
戻
す
。 

・
中
心
部
の
機
能
が
連
動
し
、
安

心
・
快
適
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
創
造
す
る
。 

以
上
を
踏
ま
え
、
下
記

提
案
事
項
と
致
し
ま

し
た
。 

複
合
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
置 

中
心
市
街
地
活
性

化
を
図
る
た
め
に
集

客
に
充
分
な
機
能
を

も
っ
た
公
共
的
施
設

は
不
可
欠
で
あ
り
、
早

期
実
現
が
求
め
ら
れ

る
。
位
置
と
し
て
は

「
名
寄
の
顔
」
で
あ
る

「
駅
」
周
辺
を
適
地
と

し
た
。 

機
能
と
し
て
、 

「
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

（
公
共
交
通
の
確
保

及
び
充
実
―
デ
マ
ン

ド
交
通
を
含
む
） 

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」 

「
図
書
館
」 

「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」 

「
コ
ミ
セ
ン
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）」 

「
賑
わ
い
を
高
め
る
民
間
施
設

（
経
済
セ
ン
タ
ー
、
健
康
施
設

等
）」 

商
店
街
の
活
性
化
（図
に
て
） 

核 施 設

街なか居住 商 店 街

《集客装置でにぎわい》

《居住地でにぎわい》

にぎわい
創 出

官・民協同

⇒３つの機能が連動しなければ充分な「にぎわ
い」はつくれない。

（例）買いものの利便が満たされないと、市民の３０％
もの要望のある「街なか居住」は進まない、「核施設」も
充分に機能しない 等

[第１段階]・・・今できること、な
すべきことをもって、超大型店
オープンに対応。消費者の流
れを少しでも食い止め、影響
を最小限に

[第２段階]・・・商店街再生

ゾーニングを図る

目的型⇒散策型 へ

《買いものが便利・
楽しさでにぎわい》

[商店街の活性化] 

－回遊の導線－ 



（３）平成１９年１２月１８日            ～名寄商工会議所会報～                 第 142 号 

《全体図》 

〈中心市街地再生マップ〉 

商業の活性化 街なか居住 核施設の整備 

２つの核 

（核施設と地元大型店） 
市営・民間住宅 

（核との距離を短縮） 
ソフト事業の実施 

（路上駐車の拡大・地元大型店
との連携・空店舗活用） 

[第１段階] 

ハード事業の実施 
（ゾーニングを図り特徴づく

り） 

[第２段階] 

                            

街
な
か
居
住
の
促
進 

市
営
住
宅
の
建
設
、
民
間
住
宅 

      の
建
設
促
進
並
び
に
借
り
上
げ
等

促
進
助
成
制
度 

     

終
わ
り
に
・・・・・ 

市
が
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向 

け
て
動
き
だ
し
て
い
る
中
、「
商
業

の
活
性
化
」
プ
ラ
ン
は
、
遅
々
と

し
て
進
ん
で
い
な
い
。
商
店
街
の

各
種
意
見
を
見
て
も
、
明
年
春
オ

ー
プ
ン
の
超
大
型
店
に
関
わ
る
緊

急
の
改
善
プ
ラ
ン
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
中
活
の
計
画
に
組
み
入
れ

る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
が
出
て
こ

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。 

委
員
会
と
し
て
、
あ
る
べ
き
姿
を

プ
ラ
ン
と
し
て
提
出
す
べ
き
と
の

意
見
も
あ
り
、
模
索
を
し
て
み
る

も
合
意
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
実
施
責
任
を
持
た
な
い
本
委
員
会

と
し
て
は
、
受
益
者
負
担
を
伴
う

商
店
街
の
ハ
ー
ド
事
業
の
立
案
に

は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

商
店
街
は
過
去
郊
外
大
型
店
の
出

店
影
響
や
環
境
整
備
等
近
代
化
事

業
の
過
去
の
負
債
を
抱
え
て
い
て

お
り
、
明
年
の
超
大
型
店
の
オ
ー

プ
ン
を
控
え
、
自
店
対
応
に
追
わ

れ
商
店
街
再
生
プ
ラ
ン
は
出
し
た

く
と
も
出
せ
な
い
の
が
現
状
と
思

わ
れ
ま
す
。 

仮
に
商
店
街
の
再
編
プ
ラ
ン
を

設
定
し
た
と
し
て
も
、
明
年
オ
ー

プ
ン
の
超
大
型
店
と
２
ヶ
年
〜
３

ヶ
年
の
空
白
期
間
が
あ
り
、
中
心

部
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く

の
か
は
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
む

し
ろ
そ
の
間
出
来
う
る
個
々
の
改

善
努
力
を
し
つ
つ
、
そ
の
後
の
変

化
を
見
極
め
た
後
、
再
編
プ
ラ
ン

を
立
て
る
こ
と
が
よ
り
具
体
性
を

も
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

し
た
が
い
ま
し
て
、｢

商
店
街
の

活
性
化｣

に
つ
い
て
本
委
員
会
と

し
て
は
、
明
年
に
向
け
、
今
で
き

る
こ
と
、
な
す
べ
き
こ
と
に
集
中

し
、
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
の
、
緊
急
改
善
策
の

提
案
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 

・
駐
車
場
対
策
…
駐
車
場
の
充
実 

・
路
上
駐
車
の
拡
大(

商
店
街
路
上

の
停
車
帯
設
置
と
自
主
管
理
体
制

の
確
立) 

・
地
元
大
型
店
と
の
連
携
・
・
・

共
同
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
・
売
出
し
・

広
報
）
の
実
施 

・
空
き
店
舗
活
用
・
・
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
名
大
生
の
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
地
域
交
流 

・
そ
の
他
・
・
・
定
休
日
の
統
一
、

個
店
の
環
境
整
備 

等
々 

以
上
、
名
寄
の
も
つ
特
殊
事
情

を
考
慮
し
商
店
街
の
大
き
な
再
編

は
、
公
共
的
施
設
と
し
て
の
「
核

施
設
」
の
整
備
と
「
街
な
か
居
住
」

の
推
進
が
先
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
先
行
事
業
が
起
爆
剤
と

な
り
、
自
発
的
な
個
店
活
性
化
の

動
き
に
連
動
さ
せ
、
適
切
な
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
よ
っ
て
、
先
行
す
べ
き
事
業

の
早
期
取
り
組
み
を
強
く
望
む
と

こ
ろ
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
３

つ
の
機
能
が
有
効
に
機
能
し
て
は

じ
め
て
目
的
と
す
る
「
に
ぎ
わ
い

創
出
」、「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
創
出
」
を
可
能
に
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。 

最
後
に
、
本
委
員
会
と
し
て
は

早
期
に
、
市
民
等
を
巻
き
込
ん
だ

新
し
い
議
論
の
場
（
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
等
）
に
移
行
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
商

店
街
再
編
の
た
め
の
指
導
等
、
商

工
会
議
所
の
担
う
と
こ
ろ
は
大
き

い
こ
と
を
付
け
加
え
報
告
と
い
た

し
ま
す
。 

中心市街地活性化に向けて、会員皆様の

ご意見・ご提案をお聞きしております。 

 ご意見・ご提案はＦＡＸ・メールにて  
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九
月
に
、
市
内
小
・
中
学
校
・

名
寄
高
校
の
生
徒
の
保
護
者
、
二

十
〜
五
十
代
の
市
職
員
、
名
寄
大

学
生
、
ピ
ヤ
シ
リ
大
学
生
ら
一
、

〇
六
八
人
に
調
査
協
力
を
い
た
だ

き
実
施
し
、
六
二
八
人
の
回
答
、

回
収
率
五
八
・
八
％
で
あ
っ
た
。 

 

調
査
内
容
は
、
Ａ
群
〜
Ｆ
群
の

六
品
目
に
分
け
、「
市
内
（
商
店
・

大
型
店
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
）・
郊
外

（
札
幌
・
旭
川
な
ど
）・
通
販
等
（
ネ

ッ
ト
・
通
信
販
売
・
生
協
な
ど
）」

で
の
買
物
利
用
割
合
を
調
査
し
た
。 

同
調
査
は
、
和
寒
以
北
中
川
ま

で
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
合
同

で
実
施
し
て
お
り
、
平
成
十
五
年

に
同
じ
内
容
で
調
査
を
実
施
し
て

い
る
為
、「
市
内
・
市
外
・
通
販
等
」

と
市
内
「
中
心
部
・
郊
外
・
そ
の

他
」
の
比
較
に
つ
い
て
の
報
告
で

あ
る
。 

  

◆
Ａ
群
（肉
・魚
・一
般
食
料
品
・日

用
雑
貨
な
ど
） 

Ａ
群
計
の
「
購
入
割
合
」
で
は

平
成
十
五
年
と
変
化
は
無
く
市
内

が
約
八
八
％
と
大
き
な
利
用
割
合

を
示
し
て
い
る
。
「
市
内
の
購
入

先
」
で
は
、
市
内
中
心
部
で
平
成

十
五
年
よ
り
は
若
干
増
え
て
い
る

が
、
郊
外
も
若
干
増
加
し
て
お
り
、

約
六
〇
％
が
郊
外
を
利
用
し
て
い

る
。 

◆
Ｂ
群(

寝
具
・
紳
士
婦
人
服
・
子

供
服
・肌
着
な
ど) 

Ｂ
群
計
の
「
購
入
割
合
」
で
は
、

平
成
十
五
年
と
変
化
は
無
く
市
内

が
五
六
・
一
％
、
市
外
は
若
干
増

加
し
通
販
が
減
少
し
て
い
る
。「
市

内
の
購
入
先
」
で
は
、
中
心
部
で

平
成
十
五
年
七
二
・
六
％
に
比
べ

五
六
・
一
％
と
約
十
六
％
減
少
し
、

郊
外
の
利
用
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
平
成
十
五
年
以
降
郊
外
に
立

地
し
た
「
し
ま
む
ら
」「
ユ
ニ
ク
ロ
」

の
影
響
と
思
わ
れ
る
。 

◆
Ｃ
群
（靴
・カ
バ
ン
な
ど
） 

Ｃ
群
計
の
「
購
入
割
合
」
で
は
、

市
内
で
平
成
十
五
年
と
大
き
な
変

化
は
無
く
、
五
一
・
九
％
、
市
外

で
四
一
・
二
％
と
平
成
十
五
年
よ

り
若
干
増
加
し
て
い
る
。「
市
内
の

購
入
先
」
で
は
、
中
心
部
で
六
五
・

三
％
と
大
き
な
利
用
割
合
だ
が
、

平
成
十
五
年
に
七
五
・
五
％
あ
っ

た
利
用
割
合
に
比
べ
約
一
〇
％
減

少
し
て
お
り
、
郊
外
の
利
用
割
合

が
二
八
％
と
平
成
十
五
年
よ
り
増

加
し
て
い
る
。 

◆
Ｄ
群
（
家
具
・
電
化
製
品
な
ど
） 

Ｄ
群
計
の
「
購
入
割
合
」
で
は
、

市
内
が
六
四
・
六
％
と
大
き
な
利

用
割
合
で
あ
る
が
、
平
成
十
五
年

に
七
五
・
一
％
あ
っ
た
利
用
割
合

に
比
べ
約
一
〇
％
減
少
し
、
市
外

が
二
九
・
八
％
と
平
成
十
五
年
よ

り
増
加
し
て
い
る
。
価
格
・
品
揃

え
な
ど
の
充
実
し
た
市
外
大
型
店

へ
流
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
市
内
の
購
入
先
」
で
も
、
中
心

部
の
利
用
が
減
少
し
、
郊
外
の
利

用
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。 

◆
Ｅ
群
（時
計
・薬
・文
房
具
な
ど
） 

 

Ｅ
群
計
の
「
購
入
割
合
」
で
は
、

市
内
で
七
一
・
三
％
と
大
き
な
利

用
割
合
で
あ
る
が
、
平
成
十
五
年

よ
り
若
干
減
少
し
、
市
外
が
二

三
・
九
％
と
平
成
十
五
年
よ
り
増

加
し
て
い
る
。「
市
内
の
購
入
先
」

で
は
、
中
心
部
の
利
用
が
減
少
し
、 

郊
外
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。 

※
Ｃ
〜
Ｅ
群
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
商
品
を
扱
う
郊
外
店
の
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

◆
Ｆ
群
（飲
食
な
ど
楽
し
み
の
場
） 

Ｆ
群
計
の
「
購
入
割
合
」
で
は
、

市
外
が
五
六
・
七
％
と
半
数
以
上

が
利
用
し
平
成
十
五
年
よ
り
約
一

〇
％
増
加
、
平
成
十
五
年
の
士
別 
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剣
淵
イ
ン
タ
ー
の
開
通
に
よ
る
交

通
機
関
の
利
便
性
が
考
え
ら
れ
る
。

市
内
で
は
、
平
成
十
五
年
よ
り
若

干
減
少
が
見
ら
れ
る
。「
市
内
の
購

入
先
」
で
は
、
中
心
部
が
六
三
・

五
％
と
大
き
な
利
用
割
合
を
し
め
、

郊
外
で
は
若
干
で
は
あ
る
が
減
少

し
て
い
る
。 

◆
Ａ
〜
Ｅ
群
品
目
総
計 

品
目
総
計
の
「
購
入
割
合
」
で

は
、
市
内
が
六
七
％
で
平
成
十
五

年
よ
り
若
干
減
少
し
、
市
外
が
二

五
・
八
％
と
増
加
し
て
い
る
。「
市

内
の
購
入
先
」
で
は
、
中
心
部
が

四
一
・
九
％
と
減
少
し
、
郊
外
が

五
〇
・
八
％
と
増
加
し
て
い
る
。

数
年
で
郊
外
へ
の
利
用
割
合
が
増

加
し
て
い
る
中
、
来
春
郊
外
へ
の

大
型
店
出
店
で
、
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
る
か
が
懸
念
さ
れ
る
。 

◆
市
内
中
心
部
利
用 

「
買
物
で
の
利
用
」
が
七
二
・

四
％
と
一
番
多
く
、
次
に
「
金
融

機
関
の
利
用
」「
飲
食
」「
病
院
・

福
祉
」
と
な
り
、
消
費
者
が
市
内

中
心
部
を
買
物
で
一
番
利
用
し
て

い
る
事
は
中
心
部
の
お
店
に
は
活

力
の
一
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

◆
買
物
の
時
間
帯 

午
前
中
の
買
物
が
二
六
・
三
％

と
一
番
多
い
が
、
消
費
者
の
動
向

と
し
て
は
十
四
時
〜
二
〇
時
の
利

用
が
六
九
％
と
午
後
か
ら
夕
方
に

か
け
て
買
物
を
し
て
い
る
。 

◆
買
物
の
重
視 

「
価
格
」
八
二
％
「
品
揃
え
」
六

三
・
五
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
、

つ
い
で
「
一
度
で
用
が
済
む
」「
品

質
」「
駐
車
場
」
と
な
っ
て
い
る
。 

◆
中
心
街
に
何
が
必
要
か 

「
品
揃
え
の
拡
充
」「
駐
車
場
・

自
転
車
置
き
場
」「
売
出
し
等
の
開

催
」「
接
客
サ
ー
ビ
ス
」
と
な
っ
て

い
る
。 

      

◆
市
内
で
住
み
た
い
場
所
は
？ 

「
中
心
部
・
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

中
心
部
」
四
二
・
四
％
、「
郊
外
・

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
郊
外
」
三

五
・
一
％
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
二
二
・
六
％
と
街
中
に
住
み

た
い
方
の
割
合
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。 

◆
な
ぜ
街
中
が
よ
い
か
？ 

「
徒
歩
・
自
転
車
で
の
買
物
が
便

利
」
が
六
一
・
五
％
と
大
き
な
割

合
を
占
め
て
お
り
、
車
で
の
郊

外
・
市
外
へ
の
動
向
が
増
加
し
て

い
る
中
、
市
内
中
心
部
の
お
店
に

は
明
る
い
声
で
あ
る
。 

◆
な
ぜ
郊
外
が
よ
い
か
？ 

「
生
活
に
支
障
が
な
い
」「
自
然
環

境
が
良
い
」
が
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
。 

      

 

九
月
に
市
内
中
心
部
商
店
街
の

経
営
者
一
四
二
人
を
対
象
に
、
実

施
し
、
一
〇
三
の
回
答
、
回
収
率

七
二
・
五
％
で
あ
っ
た
。 

 

調
査
内
容
は
、「
お
店
の
現
状
」

「
後
継
者
対
策
」
の
調
査
を
し
た
。 

 

同
調
査
は
、
平
成
八
年
に
同
じ

内
容
で
実
施
し
て
い
る
為
、
比
較

に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。 

 

◆
売
上
高
の
増
減
推
移 

最
近
三
年
間
の
市
内
各
商
店
街

の
売
上
高
の
現
況
を
見
る
と
、「
増

加
し
た
」
及
び
「
や
や
増
加
し
た
」

が
合
せ
て
九
・
一
％
、「
減
少
し
た
」

「
や
や
減
少
し
た
」
が
七
一
・
七
％

と
な
り
、
経
営
活
力
の
源
泉
の
一

つ
で
あ
る
「
売
上
高
の
減
少
」
と

意
識
し
て
い
る
経
営
者
が
「
増
加
」

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。 

 

平
成
八
年
の
調
査
と
比
較
す
る

と
、「
増
加
」
が
約
三
分
の
一
に
落

込
み
、「
減
少
」
が
約
一
・
五
倍
に 

品目合計比較（15年・19年）
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後継者の有無

33.7

66.3

いる
いない

H19

66.7

33.3

H8

増
え
て
い
る
。
こ
こ
十
年
間
に
郊

外
へ
の
大
型
店
出
店
な
ど
が
あ
り
、

商
店
街
の
盛
衰
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

◆
経
営
者
の
年
齢 

「
七
十
代
以
上
」「
六
十
代
」
の
経

営
者
が
四
八
・
九
％
に
対
し
「
四

十
代
」「
四
十
代
未
満
」
の
経
営
者

が
一
四
・
九
％
と
経
営
者
の
高
齢

化
が
す
す
む
中
、
後
継
者
対
策
・

若
手
経
営
者
育
成
な
ど
が
、
商
店

街
存
続
の
た
め
に
も
今
後
の
課
題

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。 

◆
経
営
方
針
・販
売
促
進 

こ
れ
か
ら
一
番
力
を
入
れ
て
い

こ
う
と
す
る
部
分
で
、「
取
引
商
品

の
検
討
」
が
四
一
・
二
％
と
最
と

も
多
く
、
平
成
八
年
と
変
化
は
な

い
。
つ
い
で
「
従
業
員
へ
の
教
育
」

十
六
・
七
％ 

「
店
舗
改
造
」「
ロ

ー
コ
ス
ト
対
応
」
一
二
・
七
％
と 

         

な
り
、
平
成
八
年
と
少
し
変
化
が

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
消
費
者
が

求
め
る
「
低
価
格
」
「
商
品
の
種

類
・
量
の
増
加
」
が
、
平
成
八
年

度
か
ら
見
て
も
低
水
準
に
あ
る
。 

◆
後
継
者
対
策 

後
継
者
が
い
な
い
商
店
が
六

六
・
三
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
、

平
成
八
年
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い

な
い
。「
後
継
者
が
い
る
」
で
は
「
権

限
を
委
譲
」「
部
分
的
委
譲
」
が
八

四
・
八
％
と
明
る
い
兆
し
が
見
ら

れ
る
が
、
平
成
八
年
と
同
じ
状
況

で
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。「
後

継
者
が
い
な
い
」
で
は
、「
不
明
」

八
七
・
一
％
と
平
成
八
年
よ
り
約

一
〇
％
増
加
し
て
お
り
、
後
継
者

育
成
の
難
し
さ
が
見
受
け
ら
れ
、

今
後
の
商
店
街
存
続
に
つ
い
て
も

大
き
な
重
要
課
題
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。 

         

     

九
月
二
八
日(

金)･

三
十
日(

日) 

の
二
日
間
十
三
時
〜
十
八
時
ま
で 

車
両
十
四
箇
所
、
歩
行
者
十
箇
所

で
調
査
を
実
施
し
た
。
金
曜
・
日

曜
の
比
較
と
市
内
中
心
部
の
平

日
・
休
日
の
推
移
報
告
で
あ
る
。 

 

◆
車
両
（
金
曜
・
日
曜
日
比
較
） 

 

市
内
中
心
部
①
〜
③
で
は
、
日

曜
に
大
幅
な
減
少
が
見
ら
れ
、
特 

に
③
で
は
銀
行
の
影
響
が
考
え
ら 

              
れ
る
。
西
條
付
近
④
〜
⑧
で
は
、

⑥
で
日
曜
の
減
少
が
目
立
ち
市
立

病
院
へ
の
通
院
者
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
郊
外
で
は
、
特
に
⑨
⑩

⑭
⑮
で
日
曜
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。 

◆
人
（
金
曜
・
日
曜
日
比
較
） 

 

市
内
中
心
部
①
〜
③
で
は
、
特

に
③
で
大
幅
な
減
少
が
見
ら
れ
銀

行
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
西
條

付
近
④
〜
⑦
で
は
、
④
⑤
の
西
條

隣
接
道
路
で
増
加
が
見
ら
れ
、
日

曜
の
西
條
利
用
者
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。
⑧
⑨
で
は
、
日
曜
の
利
用

者
が
多
く
Ｊ
Ｒ
・
道
北
バ
ス
の
利

用
者
が
日
曜
に
多
い
と
考
え
ら
れ

る
。
⑩
で
は
平
日
一
日
約
千
人 

              

の
利
用
が
あ
る
市
立
病
院
を
考
え

る
と
大
き
な
変
化
は
な
く
、
車
に

よ
る
利
用
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

◆
中
心
部
の
車
両
・
人
の
推
移 

 

車
両
で
は
、
平
日
に
変
化
は
な

い
が
、
休
日
は
年
々
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

人
で
は
、

平
日
・
休
日
共
に
昭
和
五
三
年
に

比
べ
九
割
の
減
少
が
見
ら
れ
、
近

年
の
調
査
で
も
減
少
の
傾
向
で
あ

り
、
今
後
中
心
部
へ
人
が
集
ま
る

対
策
が
必
要
で
あ
る
。 

                  

売上高推移
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26.124.4
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240

164165

0

300
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

(人) 金曜日

日曜日

①　クリス前　　　　　　　　 ②　照井印章店前　　　　　③　東陽軒前
④　西條付近①(6丁目⇔西條)　⑤　西條付近②(西條北側通)
⑥　西條付近③(6丁目つぼ八)　⑦　西條付近④(7丁目ｿﾌﾄｯﾊﾞﾝｸ)
⑧　名寄駅(6丁目)       　　 ⑨　名寄駅（大通）        ⑩　名寄市立病院
　※④⑥～⑩は、今年度からの新規調査地点のため前年比なし

中心市街地での車両の推移
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2,000

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

(台) 金曜日

日曜日

①　クリス前　　　　　　　　    ②　照井印章店前　　　　　  ③　東陽軒前
④　西條付近①(6丁目⇔西條)   　⑤　西條付近②(西條北側通)  ⑥　西條付近③(6丁目つぼ八)
⑦　西條付近④(7丁目ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ)    ⑧　西條付近⑤(西條南側通)  ⑨　徳田①(マルハン)
⑩　徳田②(モスバーガー)　　 　 ⑪　徳田③(18線)　　　　　  ⑫　徳田④(しまむら 市内→風連）
⑬　徳田④(しまむら 風連→市内) ⑭　高速①(市内→風連)　　　⑮　高速①(風連→市内）
⑯　高速②(市内→風連)　　　　  ⑰　高速②(風連→市内)
　※ ⑥⑦⑪は、今年度からの新規調査地点のため前年比なし
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去
る
十
一
月
二
十
七
日
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
開
発
担

当
者
が
名
寄
市
と
名
寄
商

工
会
議
所
を
訪
れ
、
名
寄
駅

横
地
区
（
東
一
条
南
八
丁

目
）
へ
の
出
店
計
画
を
明
ら

か
に
し
た
。
Ｊ
Ｒ
名
寄
駅
横

広
場
で
、
店
舗
面
積
約
四
千

二
百
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
販
売
品
目
は
食
品
・
日

用
雑
貨
・
薬
・
酒
・
米
な
ど

を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
二

十
一
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
。

建
設
予
定
地
は
、
名
寄
市
土

地
開
発
公
社
と
Ｊ
Ｒ
が
所

有
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
出
店
計
画
は
中
心

市
街
地
へ
の
出
店
と
い
う

こ
と
で
法
的
規
制
を
受
け

ま
せ
ん
が
、
昨
年
十
二
月
に

策
定
さ
れ
た
名
寄
市
総
合

計
画
に
は
現
地
へ
の
複
合

交
流
施
設
建
設
の
計
画
が

あ
り
ま
す
。
今
後
の
中
心
市 

街
地
活
性
化
基
本
計
画
策

定
に
向
け
て
議
論
さ
れ
ま

す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点 

    

か
ら
こ
の
出
店
計
画
に
つ

い
て
名
寄
商
工
会
議
所
会

員
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を

お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
明
年
春
に
は
徳
田
地
区

へ
の
ポ
ス
フ
ー
ル
開
店
が

間
近
に
迫
っ
て
い
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
皆
様
の
率
直
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 名
寄
市
大
型
店
出
店
問
題 

対
策
協
議
会
解
散 

  

今
年
の
一
月
三
十
日
に

設
立
し
た
名
寄
市
大
型
店

出
店
問
題
対
策
協
議
会
が

去
る
十
二
月
三
日
を
も
っ

て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
協
議
会
は
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型

店
の
出
店
を
規
制
す
る
改

正
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、
大
型
店
の
出

店
自
粛
を
求
め
る
な
ど
の

反
対
運
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

総
会
で
は
木
賀
会
長
が

「
ポ
ス
フ
ー
ル
出
店
で
商

店
街
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
に
つ
い
て
は

容
易
で
は
な
い
が
、
中
心
市

街
地
活
性
化
の
た
め
に
奔

走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
後
、
事
業
報
告
、

収
支
決
算
書
を
承
認
し
、
剰

余
金
に
つ
い
て
は
中
心
市
街 

                     

地
活
性
化
の
取
り
組
み
に

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

そ
の
他
に
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
が
名
寄
駅
南
へ
出
店

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

明
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
土

地
は
名
寄
市
の
第
三
セ
ク
タ 

ー
が
所
有
し
て
お
り
、
計
画

で
は
、
約
四
千
二
百
四
十
平 

                     

方
メ
ー
ト
ル
で
時
期
は
二

十
一
年
度
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

 

名
寄
市
大
型
店
出
店
問

題
対
策
協
議
会
の
収
支
決

算
書
に
つ
い
て
は
左
の
図

の
通
り
で
す
。 

                       

自   平成１９年　 １月   １日
至   平成１９年 １２月　２日

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位　円）

科 目 決 算 額 予 算 額 対比増 減額

負担金収入 900,000 600,000 300,000 名寄商工会議所 300,000

風連商工会 100,000
名寄市商店街連合会 500,000

雑 収 入 104 104 預金利息

合 計 900,104 600,000 300,104

支出の部　　　　　　　　

科 目 決 算 額 予 算 額 対比増 減額

事 業 費 751,420 500,000 251,420 事業活動費 252,672
　　設立総会経費 （16,350）
総決起大会経費（159,127）

会議費 （22,195）

資料費 （55,000）
要請・要望等活動費 159,390

広報活動費 339,358

チラシ印刷代 （94,500）

チラシ折込代 （30,608）

新聞広告代（214,250）

事 務 費 71,847 100,000 △ 28,153 事務費 22,000

通信費 16,679

消耗品費 33,168

支 出 合 計 823,267 600,000 223,267

収支剰余金 76,837 76,837

合 計 900,104 600,000 300,104

借方　　　　　　　　　　　　貸方

科 目 金 額 科 目 金 額

預 金 73,646 繰 越 金 76,837

現 金 3,191

合 計 76,837 合 計 76,837

貸  借  対  照  表

          備　　　　　考　 

名寄市大型店出店問題対策協議会　決算書

備　　　　　　考



第142号                   ～名寄商工会議所会報～          平成１９年１２月１８日 (８) 

 

 

 

 
 

■日 時■ 平成20年１月１８日(金) 16:30～ 

■会 場■ グランドホテル藤花 ２F 

■内 容■ 

 

●表彰式 16:30～17:30 
 

●講演会 17:30～19:00 

      演 題 『我が国の安全保障と自衛隊』 

      講 師  日本生命 特別顧問 

           防衛省顧問・前統合幕僚長 

          まっさき   はじめ 

         先 崎  一   氏 
 

※どなたでも聴講できますが、整理券を下記にて 
お求めください。 
   

 

 
 
 

●交礼会  19:00～20:30 

※会券は当所でお求めください。 

   １名 ４，０００円  

名寄商工会議所・グランドホテル藤花 

グランドホテルメ－プル 

北星信用金庫本店・支店（市内） 

  
嘱
託
職
員 

       

退 

職 
 
 
 
 
 
 
 

 
                        

 
 
 
 ア

ク
サ
生
命
の
推

進
員
で
す
。 

 
 
 
 皆

様
の
事
業
所
に

伺
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

                           

                                   

                                   

                            

｢なよろ全市連合大売出し｣参加店でもらえる
｢交換シール｣６０枚をこの台紙などにしっかり
 貼り、交換場所へお持ち下さい。

｢交換シール｣60枚で、

・1名様のご招待券(昼の部･夜の部どちらか)
・又は、500円の地域通貨券1枚と交換できます。
　※小学生以上の入場には、招待券が必要です。

キ
　
リ
　
ト
　
リ

キ　リ　ト　リ

おぎやはぎ、ヒロシ、
東京０３他全６組出演
なよろ全市連合
  大売出し実行委員会

大
売
出
し
開
催
中 

アクサ生命保険 推進員 

川上 浩二 

村上 忠義 高橋 容代 

十
二
月
十
日

付
け
で
採
用
。 

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

八
月
三
一
日

付
で
退
職
し

ま
し
た
。 

皆
様
に
は
長

い
間
大
変
お

世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。 

菅野 昭男 

１２月１８日現在 

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ 




